
                            
                                                                  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

魚種 産地 

★毛ガニ 石川 

★ホタルイカ 富山、兵庫、山陰 

★白エビ 富山 

★イイダコ 石川 

★ メ バ ル

（ハチメ） 石川、福井 

★アマダイ 長崎、福岡、石川 

３、4 月の主の魚 

●アメリカのズワイガニ需要が伸びています。量販店を中心とする需要が堅

調だそうで 2 年連続で過去最多を更新。 輸入先はカナダをはじめノルウェ

ー、ロシア。カナダ産が 72％高、ロシア産も 54％高と高騰しても強い引き

合いがあります。また、中国の輸入量も過去最多で、ロシアからの活、生鮮

ものが高騰。主に飲食店向けの商品だそうです。一方、韓国の輸入量は減少

していることから、新型コロナウイルス感染症からの回復度合いが影響して

いるとか。ロシアは中国向けの活ガニ対応に注力してるそうです。 

◎毛ガニの入荷が増えてきました。今の時期は安

め推移ですが、ズワイガニ漁が 3 月 20 日終了す

ると値も上がってきます。 

◎ホタルイカ、白エビの漁が 3 月から始まります

解禁当初は割高で推移します。 

◎イイダコ瀬戸内方面、九州方面の入荷が中心。

3 月に入ると地物の入荷がはじまります。子の入

りもしっかりしてくると思います。 

◎メバル 石川 輪島での刺し網漁のシーズンで

すが、入荷が本格化するのは 4 月頃の予想です。 

◎アマダイ 九州、山陰、石川の釣物の入荷が見込

まれますが、少なめで高値になりそうです。 

●石川県水産総合センターは県内主要港における 2021 年の水揚げ

状況を発表しました。水揚げ重量は 4,088 トンで前年とほぼ同じ。

過去 10 年の平均との比較では８５％でした。しかしながら出漁回数

自体が過去 10 年平均の７７％。一回当たりの水揚げ金額は過去 10

年平均の 118％となり、生産性が上がっているのでは。過去 10 年と

比べ、ノドグロ、ホッケ、スルメイカなどが多く漁獲された一方、

ズワイガニ、コウバコガニ、赤がれいなどは減少しました。 

 

 

 

 

  

◎その他 甘エビ は4月に入っ

てくると、脱皮の時期を迎えま

す。新エビは殻が柔らかいので、

品質には気を使う時期です。 

 

 


